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管理インターフェイスの設定
RJ-45および SFP管理ポートはアウトオブバンド管理を提供するもので、これによってコマン
ドラインインターフェイス（CLI）を使用して IPアドレスでスイッチを管理できます。使用し
ているケーブルとコネクタに応じてこれらのポートの1つを使用して、管理インターフェイス
をネットワークに接続できます。

始める前に

スイッチの電源が投入されている必要があります。

ステップ 1 管理ケーブルをスイッチの管理ポートに接続します。短い接続の場合、RJ-45コネクタの付いたケーブルを
使用できます。長い接続の場合、SFPトランシーバ（LHまたは SXタイプ）を使用した光ケーブルを使用
できます。

これらの管理ポートの 1つのみを使用します。スイッチは両方の管理ポートの使用をサポートし
ていません。

（注）

ステップ 2 ケーブルの他方の端をネットワークデバイスの 10/100/1000ポートまたは SFPポートに接続します。

次のタスク

各ラインカードのインターフェイスポートをネットワークに接続することができます。
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アップリンク接続
アップリンクポートは、次のように、1、10、25、40、および 100ギガビットイーサネットを
サポートしています。

•左端の 4つのポートは、QSFP28トランシーバを搭載したケーブルで 100ギガビットをサ
ポートします。右端の 2つのポートは、この状況では使用されません。

•左端のポートのうち 2つは、QSFP28トランシーバを搭載したケーブルで 100ギガビット
をサポートし、その他の4つのポートは、QSFP+トランシーバを搭載したケーブルを使用
するときに 40ギガビットをサポートします。

• 6つのポートすべてが、QSFP+トランシーバを搭載したケーブルで40ギガビットをサポー
トします。

• 6つのポートすべてが、QSFP-to-SFPアダプタおよび SFP+トランシーバを使用するとき
に、1および 10ギガビットをサポートします。

•ポート 50および 52は、4 X 10または 4 X 25ギガビットイーサネットブレークアウトも
サポートします。

このスイッチがアップリンク接続するために使用するトランシーバとケーブルのリストについ

ては、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html
を参照してください。

デフォルトでは、40ギガビットアップリンクポートは 40 Gbpsで動作しますが、speed 10000
コマンドを使用して管理速度を 10 Gbpsに変更できます。速度を変更する場合は、変換された
SFP+ポートそれぞれでもQSFP-to-SFPアダプタとサポートされるSFP+トランシーバを使用す
る必要があります。管理速度を 40ギガビットに戻すには、no speed 10000コマンドを使用しま
す。

Statement 1051—Laser Radiation

Invisible laser radiation may be emitted from disconnected fibers or connectors. Do not stare into beams
or view directly with optical instruments.

警告

ダウンリンク接続
Cisco Nexus 92160YC-Xスイッチには、サーバに接続する 48個のダウンリンクポートがあり
ます。これらのポートのそれぞれが、SFP/SFP+/SFP28トランシーバを使用した 10ギガビット
光ケーブルを通して 1ギガビット、10ギガビット、および 25ギガビットの速度をサポートし
ます。

ネットワークへのスイッチの接続

2

ネットワークへのスイッチの接続

アップリンク接続

http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html


光ダウンリンクポートがサポートするトランシーバとケーブルのリストについては、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html
を参照してください。

ポート接続に関する注意事項
他のデバイスに 6個の 40ギガビット QSFP+ポートまたは 4個の 100ギガビット QSFP28ポー
トをアップリンクでき、他のデバイスに 48個の 10/25ギガビット SFP+ポートをダウンリンク
できます。

現在スイッチで使用されているトランシーバの情報を確認するには、 show inventory all コマ
ンドを使用します。

ケーブルとは別の光ファイバケーブルが損傷しないようにします。ラインカードにトランシー

バを取り付けるときは、トランシーバを光ファイバケーブルから外しておきます。この場合、

トランシーバをスイッチから取り外す前に、ケーブルをトランシーバから取り外します。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、スイッチを設置するときはアースされており、リストスト

ラップを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。汚れによって減衰（光損失）は増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に維持する必要があります。

•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの
部品を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してく

ださい。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光

ファイバ接続清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

•取り付けるときにトランシーバを損傷する可能性を最小限にするために、スイッチスロッ
トにゆっくりと押し込みます。スロットにトランシーバ全体を無理やり入れないでくださ

い。トランシーバがスロットの途中で止まる場合は、上下逆になっているなる可能性があ

ります。オフにしてから再度取り付ける前に、そのトランシーバを取り外します。正しい
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位置にある場合、トランシーバはスロットの奥まで押し込まれ、完全に取り付けられると

カチッと音がします。

Statement 1051—Laser Radiation

Invisible laser radiation may be emitted from disconnected fibers or connectors. Do not stare into beams
or view directly with optical instruments.

警告

Statement 1055—Class 1/1M Laser

Warning – Invisible Laser Radiation. Do not expose users of telescopic optics. Class 1/1M Laser Products.

警告

Statement 1056—Unterminated Fiber Cable

Invisible laser radiation may be emitted from the end of the unterminated fiber cable or connector. Do not
view directly with optical instruments. Viewing the laser output with certain optical instruments (for
example, eye loupes, magnifiers, and microscopes) within a distance of 100 mm may pose an eye hazard.

警告

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。汚れによって減衰（光損失）は増加し

ます。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。
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•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。

ウェットクリーニングとドライクリーニングの両方が効果的です。設置場所の光ファイ

バ接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。
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